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　昨年９月の２学期初日、『来年度から市内すべての保育園、幼稚園、小中学校でフッ素洗口を実施するので、説明会に参加してください』という佐渡市からの案内がありました。
　佐渡では、数年以上前から保育園〜小中学校でフッ素洗口を実施している地区と、未実施の地区があります。私の住む地区は未実施です。私は薬を子どもの口に入れることに抵抗があり、フッ素でむし歯を予防することは考えていなかったので、実施している地区の子どもを持つ友人たちに、どうしているか聞いてみました。
　年度初めに文書（説明会はなく）で希望をとるそうですが、「子どもにはやらせていないけど、やらない子が少数だから保育園でいじめられるのよ」「保育士が洗口をやった子どもにだけ絵本を読んであげて、子どもが悲しい思いをしたことがあった」「よく飲み込んじゃう子がいるって聞くよ」と言います。その友人たちと、子どもの集団の場でフッ素洗口をやらせるのはどうなんだろう？と、『子どものフッ素洗口を考える会』をつくり、いろいろ調べたり話し合ったりしました。（実施地区の実施率は約95％）
　そして９月12日、佐渡市に「フッ素をむし歯予防に使用することには賛否両論があり安全性に不安があるため、保育や教育の場でのフッ素洗口には反対です」と事業中止の申し入れをしました。
　10日後の佐渡市保健医療課からの回答は「フッ素は安全でむし歯予防に有効であり、佐渡市はフッ素洗口事業を推進していくのでご理解ください」というものでした。
　その後９月から11月、未実施地区の保護者対象に開かれた、市保健医療課による説明会では、フッ素の有害性についてはほとんど触れられませんでした。説明会は地域ごとに開かれたのですが、保護者の参加は全体数のわずか４％だったのです。
　９月議会では２人の市議会議員が、フッ素の有害性や保育や教育の場で事業実施することについての問題点や説明会のあり方など、緊急質問に立ちました。
　この間、新潟県教職員組合やその佐渡支部は佐渡市に申し入れしたり、フッ素洗口が安易に学校で行われることについて、事故の事例や現場の養護教員の声、保護者の不安の声などを載せた新聞の折り込みチラシを入れて、市民に問題提起したりしています。
　11月30日には『佐渡市の集団フッ素洗口を考える島民会議』が、日本フッ素研究会会長代行の成田憲一歯科医師を招いて、講演会を開催しました。平日夜に参加できない私たちの会では、成田医師のご好意で昼の部を開くことができました。講演の中で成田医師は、たくさんの資料を提示され、アメリカや中国の事例やフッ素の有害性（急性中毒や斑状歯、骨フッ素症、発ガン性など）について詳しく説明され、私たちはあらためて、『子どもへのフッ素使用は慎重に検討されるべきで、教育や保育の場でやられるべきではない』という思いを強く持ちました。
　12月６日には教育委員会に対して、私たちの会から「保護者としては、安全性に疑問があり賛否両論あるフッ素洗口を教育の場で行うことに反対であり、事業実施を中止してほしい」と申入れしました。12月議会でも再度、一般質問に上がりましたが、市は一貫して「安全で有効なので推進していく」という姿勢でした。
　そして今年の３月議会の一般質問で、佐渡市の事業実施規則に基づく実施要領が定められていないことが明らかになり、市内すべての保育園・小中学校でのフッ素洗口は一時中止されました。これはフッ化物によるむし歯予防が、子どもたちの保育や教育の場で安易に取り入れられてきたことを示すもので、佐渡市の重大な過失だと受け止めています。
　私たちの会からは、２月に再申し入れ、３月に『フッ素洗口事業の実施延期とインフォームド・コンセントを求める』請願を市議会へ提出し、５月にはチラシをつくって新聞に折り込みを入れ、６月には再々申し入れをしています。（折り込みは地区労センター、新教組佐渡支部にご協力いただきました）
　なぜこのように何回も申し入れを繰り返すことになったのかというと、私たちの「薬剤（劇物）を使うことは子どものからだや心に悪影響が考えられ、保育や教育の場で行われるべきではない」という申し入れに対して、市は「フッ素は安全で有効で、集団に対するフッ素洗口によるむし歯予防は子どもたちに必要である」という姿勢を譲らなかったからです。
　その後６月議会、９月議会でも佐渡市の事業実施の手続きに不備が指摘されています。また市は県との打ち合せの場などで「一部の反対者のせいで事業が中止になっている」といった発言を繰り返していて、子どもたちのむし歯予防に薬物（劇物）を使用する危険性への認識がなさ過ぎるのがいまだに心配です。指摘されている不備は、現場の教職員や保護者の、十分な理解と合意を得ることについての手続きの不備であり、今後も子どもという当事者への配慮がなされずに事業が進められる恐れがあります。
　このような経過で結論はまだ先になりそうです。
　私たち保護者にしてみれば、フッ素洗口が必要な子どもには、保育や教育の場ではなく、歯科医師の指導のもとに個別に処方されること、時間や手間がかかっても生活習慣や食事を見直すといった安全な方法で、子どもたちのむし歯予防に取り組んでいただきたいというのが、切実な願いなのです。
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山形県は、文科省統計（抽出）によれば全国でもむし歯の多い県です。その一方で、フッ素洗口実施施設数も全国１１位の多さになっています。県内の全ての１２歳生徒のＤＭＦＴが、県健康保健課（教育委員会ではない）の調査により把握されており、全市町村のものを比較することができます。天童市でのフッ素洗口導入の動きは、この比較からはじまりました。天童市長への天童市歯科医師会の要請、その後の市議会議員による導入の要請、議会での予算決定、これらのほとんどが、学校現場に何の相談もなく進み、気がついたときは阻止できない状況になっていました。
　山形県の場合、これまで様々な教育活動を、現場と教育行政が話し合いを重ね、合意しながら進めてきた歴史があります。「まさか勝手に導入を決めたりしないだろう」という行政への信頼が一気に崩れた、といった思いを強くする手法でした。その後２００７年２月から、天童市教育委員会交渉を何度も実施してきました。天童市内教職員７０％の反対署名を提出し、校長会でも直接導入中止を申し入れたり、「フッ素洗口導入検討委員会」で養護教諭、校長会代表者、ともに反対しましたが、結果的には「今年度モデル校を指定し、今後も拡大を図る」という方針に変化はありません。この報告が紙面に載る頃には、モデル校が決定されているはずです。その決定を受けて、当該地区での保護者対象の学習会を予定していますが、モデル校が決定されれば、該当校の教職員は様々な形で拘束される可能性があり、現場の混乱は一気に深まることは明らかです。
　全国的に見てもフッ素洗口導入の動きは、ほとんどが行政からの一方的な押しつけによりおこっています。しかも天童市のように、学校の意見を聞くことなく予算措置がなされてしまう場合も多いようです。学校が「教育の場」としての自主性を失い、教職員が国や行政機関が決定したことの執行者になってしまいかねない、危機的な動きがはじまっている、と感じるのは、わたしだけではないと思います。天童市は山形県教組の調査によれば、１週間の超過勤務平均が小学校で１６．８時間、中学校で２４．５時間となっています。忙しい教職員の生活に、フッ素洗口導入で拍車がかかることは明らかですが、なんとかして行政からの強制をはね返す活動を発展させていかなければなりません。
　１０年前、山形市に山形市教育委員会からフッ素洗口導入の動きがあったとき、わたしたち山形県教組養護教員部は、多くの仲間を失いました。天童市の動きがその繰り返しにならないように、ぜひ多くの仲間の力を結集する必要があります。現在、薬害オンブズマンの加藤先生には当初からお力添えをいただいています。県内では大学の環境教育を研究している方、退職教職員の会、県内の賛同してくださる県や市町村の議員さん、県内の一人でも多くの教職員、そして何より保護者や市民の方とどうつながっていくかが、これからの運動の成果を大きく左右すると考えています。
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子どもが通う保育園で、（2007年）８月からのフッ素洗口実施を前提にした保護者説明会が行われるという文書が、我が家に届いた。この文書は、反対や疑問の存在を想定していない、実施ありきの文言だった。

園長先生に聞けば、町内で最後に説明が行われるのが、うちの園だった。他の園では、フッ素洗口がもう始まっているという。ある一人の保護者の方が「おかしい。フッ素洗口を保育園で行うなんて」と話していたという。急だったが、翌日開催の園の保護者役員会の議題に、この問題を入れてもらうようお願いした。

役員会では、ある保育士さんがフッ素洗口を実施していた園に勤めていたという。その保育士さんからも「良いことばかり聞かされていた。洗口ばかりでなく（保育士による）はみがき指導や仕上げ磨きをがんばっていた」と話された。

７月20日の説明会では、町の健康福祉課より男性１名と保健師、歯科医師の３名が出席された。はじめに、保健師から「町の歯科の現状及び対策について」の説明があり、それから園の担当歯科医師から「むし歯の仕組みやフッ素洗口の効果と体に与える影響について」ふれられた。はじめは良心的に情報を出されていたが、「効果はあるし、みんながやっている」「大丈夫、フッ素は自然にあるもの、多少多く飲んでも大丈夫」「おかあさんは楽できる」といった説明になった。また「疑問などあれば、無理強いしない」とも話された。

質問の時間は、たくさんの質問や意見が保護者から出された。私は、距離的にも近い白水村（阿蘇外輪山内）の飲料水のフッ素濃度（H６年 0.89mg/L）が高いことや「よな（火山灰）が降っと、牛のかえる（死ぬ）」と言われていたこと、「目の前の我が子に本当にフッ素洗口が必要なのか、集団でする必要はあるのか」と発言した。他の保護者は、「薬に頼るのは、安易な発想」「保護者の判断で歯医者で塗布などするのは構わないが、保育園という集団の場で一斉にするのは問題がある」「これまで進められた園では、同じような点について保護者は知っているのか」「余分にフッ素を取らせたくない」などの意見がだされた。

町の担当者は、「一旦、課に持ち帰って再度検討する。大変勉強になった」ということで会は終了した。会の終了後、保健師さんから「勉強不足でした」と保護者に話がなされたという。

それから、しばらく何の音沙汰もなかったが、園長先生に対して町から「（反対は）とんでもない」「園長失格」といった圧力がかかっていることや再度説明会が開かれることを聞いた。

この話を聞いて、これはしっかり声をあげなければいけない。最後の判断は各保護者がするにしても、自分の子どもにもまわりの子どものためにも、疑問があれば声を挙げることが大切と、資料の収集に奔走した。
　９月６日に２回目の保護者説明会が開かれた。町健康保健課長が挨拶して、医療費の削減の話をした。保健師が前回出された質問に答える形で説明をされた。保護者からの質問が出され、前回同様、話は平行線だったが一つ一つに意見を言えたことが良かった。他の保護者からも「100％安全でないものを、なぜ保育園で集団で行うのか」「（同じレベルの情報を）他の園の保護者に説明しているのか」といった声が出された。

他園への説明については、紙上では確認しているとの回答であった。しかし、会で確認したところ、町行政に都合のよい情報だけがなされたままであった。一人の保護者が最後に「前回の話し合いで、無理強いしないと言っていながら、また実施ありきの文書が配布されて説明会が持たれた。フッ素洗口の話は無くなったと思っていいのですか」と確認を求めた。町健康福祉課は、「こういう状況では（フッ素洗口の実施を）入れられないでしょう」との回答で、終了した。しかし、町行政は、町の学校保健委員会や歯科研究会などの組織を利用して、実現できないか探っていることから、事態の攻防が続く懸念を覚えている。

　今回の件で、理解者を一人でも多くつくること（仲間づくり）や園などとの日頃の信頼関係（信頼）、子の保護者としての感覚を大切にすること（命を大切にすること）、資料の細かな読み（知識）の大事さ、情報の伝達（共有）が総合できた一つの結果であったと思う。
